





























て女郎と作り来たれり。 ） （ 『白氏文集』 「戲題木蘭花（戲れに木蘭の花に題す） 」 、一三五九）
この詩では、木蘭の花の色から「煙脂」 （べに） 、 「膩粉」
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が咲く野辺で寝ると誰かが浮いた噂を立て のではないか、と心配している男性の心境を詠むものである。 「をみな」は（特に若く美しい）女性を意味する語であり、 「オミナエシ」はその名から女性と重ねて詠まれた。
この和歌と漢詩では、和歌の「女倍芝」に対して漢詩で






と、女郎花が盛んに詠まれた時期は平安時代前期であり、中でも古今集撰者時代に最も多く詠まれたと言うことができる」と指摘している。古今 撰者時代には、宇多天皇主催の女郎花歌合も三度開かれており、それが『新撰万葉集』下巻巻末の女郎花歌群の素材 もなっ いる。大野前掲論文 は、「女郎花の歌の世界はまずその『名』から発展していき、やがて『女郎花』は半ば無条件に人事・自然の二つの意味を持つものとして詠まれていったのであろう。それが 『古今集的表現』と相俟って、人々に受け入れられていった」とも述べられている。
『新撰万葉集』が「オミナエシ」に「女郎花」の表記を用いた最初の例であるとすると、そうした「オミナエシ」の語に女性を重ねて詠んだ和歌に対応させるため、漢詩においてもこの花の名に女性を連想させる語を用い 必要があったのだと考えられる。「オミナエシ」という語から生じた発想を漢詩でも同様に表現するためには、 「オミナエシ」を言い換えるのに適切な漢語が必要であった。そこで、白居易の詩で木蘭という植物を指していた「女郎
花」という を、 「オミナエシ」という和語に宛て、 「女郎」の語から女性の連想に繋げたのだと推測される。「オミナエシ」と「女郎花」の結びつきにより、 「オミナエシ」を詠む漢詩も作られた。『本朝文粋』巻一に収められた源順の「詠女郎花（女郎花を詠む） という詩がある。









いたように、順の漢詩では「女郎」という名から「女郎花」と試みに契りを交わそうとする。しかし、若く美しい女性は自分のような白髪の老人を嫌がり しないか たは霜にあうと枯れてしまう植物は、自分の霜 ように白 髪を嫌うではないか、と恐れるのである。
なお、 『和名類聚抄』の序文には「万葉集、三代式等所用








































表現の一環と て――」 （ 『国文』八十一巻 お茶 水女子大学国語国文学会、一九九四年）（
10）　
本文、訓読は日本古典文学大系『本朝文粋』 （岩波書店、
一九六四年）による。
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